
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 2回 理事会  

日 時 令和 6年 5月 10日  18:30～19:45 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、永木照彦、浦川純二、志岐浩二、 

小柳 傑、飯野朋彦、笹原順哉、池田章子、森健次郎 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局坂井孝行 

その他前田和崇 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 

１）診療報酬改定に係る研修会について 

      三団体合同の診療報酬改定に関わる研修会を 5月 25日開催予定。二部構成で、一部は医師会主催、講
師は厚生労働省の眞鍋先生。二部は 15時 15分からの 90分、三団体主催で講師が厚生労働省の木下先
生。ハイブリッド形式で会場は長崎県医師会館。参加費無料。予算は合計 214,800円で介護保険研修
と同じく PTは 6割負担となる。講師の宿泊先はフォルツァを予約しており、費用は未確認。審議の
結果、提案通り可決された。 

２）第 34回県学術大会 講師宿泊費増額の件について 
   学術大会で講師をしていただく山田先生について、博多駅周辺で一泊される予定だが、規定の 15,000

円ではホテルがとれないとの連絡あり。15,000 円を超えることを審議、後は学会担当理事、準備委員
長、大会長で報告する。審議の結果、提案通り可決された。 

 ３）新入会承認について 
   総会員数 2,281 名、在会会員 1,953 名、休会会員 328 名。入会者 50 名。審議の結果、提案通り可決さ

れた。 
（２）報告事項 
１）第 34回学術大会準備状況報告について 

   開会式の来賓が決定。県知事代理で福祉保管部次長の岩崎様、島原市長の古川様、看護協会会長の日
野出様、言語聴覚士会会長の田上様が来場予定。参加者数は現在現地 79 名、オンライン 71 名。参加
を促していく。 

２）令和 6年度 新卒者オリエンテーションについて 
   5 月 1 日、2 日にオンラインで開催。参加者は 1 日目 70 名、2 日目 62 名。アンケート回収が 48 名。

事業予算は 70,000円のうち 68,000円支出。アンケートでは一部対面参加を望む声もあった。 
３）事例検討会・地区研修会・新人歓迎会並びに地区懇親会について 

   令和 6 年度の佐世保・県北地区の事例検討会、地区研修会、懇親会を同じ日に予定。8 月 31 日、事例
検討会を 14時から 15時 30分、場所は街中コミュニティセンター。発表者は 3名公募を予定。地区研
修会は 16時から 17時 45分。講師は 3名で、それぞれ地域部門、スポーツ領域、災害についてお話し
いただく。コードは検討中。その後、新人歓迎も兼ねて懇親会を予定。会費は 5,500円。 

４）田中昌史全国後援会主催 政経セミナー参加について 
   4月 19日に田中先生の政経セミナーがあり。テーマは医療 DXで最後に田中先生のお話あり。 
５）令和 6年度 定時総会について 

   5月 8日に事務局内で会議を行い、今後詳細を先方と詰める段取り。会場内の看板はサンプリエールで
5,000 円程度での作成可能とのこと。総会資料は 13 日が最終期限で、そこで決まったもので印刷予
定。委任状は印刷可能な状態。シナリオは未完成。議長、議事録署名人の推薦必要。事務局で候補を
挙げ、回覧予定。対面参加者、役員に案内する。今回駐車場代の替わりとして参加者に弁当を配布予
定。また、総会にて島原県学会の挨拶も検討。 

６）県民表彰祝賀会の準備状況について 
   前回からの変更点。乾杯と閉会の辞の担当が決まり、横断幕には祝の字を入れた。サンプリエールか

ら、１階ロビーと会場前に案内板を出していただけるとのこと。文言は「塩塚順氏県民表彰受賞祝賀
会会場」。記念品、お花は検討中。 

 


